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協議会メール

第 18 回全国病児保育研究大会 in 三重大会　プログラム委員長　羽根　靖之

手をつなごう、三重に行って！

全国病児保育協議会のホームページ　http://www.byoujihoiku.ne.jp

病児保育病児保育協議会ニュース

全国病児保育
協議会
広報委員会

　全国の病児保育関係者の皆様、
こんにちは。今年の７月 20 日、
21 日に三重県の四日市市で全国
病児保育協議会研究大会を開催し
ます。テーマは、「手をつなごう、
病児保育と共に」サブテーマが「究
極の子育て支援を目指して」です。
　病児保育施設は全国でも増えつ
つありますが、まだまだ地域差な
どもありますし、一般市民への認
知度も様々です。今回は市民団体
や NPO 団体の方たちのご協力も
頂き、我が国の少子化社会で病児
保育がどのような役割を担ってい
けるか、また、これからの病児保
育活動を子育て支援の視点の中で
見直してみようというのが、我々
大会実行委員会の考えです。ぜひ、
全国から三重に集まって頂き、お
おいに意見交換や勉強をしましょ
う。

　さて、三重には勉強の後の楽し
みもございます。御紹介をしたい
と思います。先ずは、あまり知ら
れてませんが、大会開催地である
四日市市は日本茶の発祥地とされ
ています。以前は公害のマイナス・
イメージでしたが、現在はクリー
ンな地域に生まれ変わっておりま
す。
　そして、少し足を延ばすと、湯
ノ山温泉があり、秋には紅葉もき
れいで、鹿が生息しています。ま
た、南には、F １で有名な鈴鹿サー
キットがあります。さらに南下し
ますと「枕草子」に三名泉と記載
のある榊原温泉、日本神話の信仰
の源である伊勢神宮、鳥羽水族館
や真珠王御木本幸吉ゆかりのミキ
モト真珠島など全国有数の観光地
である伊勢志摩があります。更に、
世界遺産となった熊野古道、また、
西方、奈良県との境には伊賀忍者
で有名な伊賀市などがあります。
　何よりも三重は日本で最初に

「美味し国」を掲げた地域で、食
材の宝庫とされる地域でもありま
す。名前にもなっている伊勢海老
はもちろんですが、伊勢湾には江
戸前に勝るほどの寿司ネタの魚介
が豊富です。

　有名ブラントになった安乗（あ
のり）フグや、的矢湾では無菌牡
蠣が養殖されてます。松阪牛は言
うまでもなく、松阪豚、エスカル
ゴの養殖、モロヘイヤ、桑名の蛤
もあります。其の他にも、南のサ
ンマ寿司、めはり寿司、てこね寿
司などの郷土料理やみかん、梨、
メロン，柿などの果物もおいしい
ですよ。
　また、赤福餅も皆様が来られる
頃には、三重でしか手に入らない
土産品として復活していることで
しょう。
　今回は、医学会などで企画され
るランチョンセミナーを２日間開
きます。無料で昼食を召し上がり
ながら著名な講師のお話で勉強も
できます。
　さあ、三重で手をつなぎ、頭も
お腹も満腹になられますよう、実
行委員会が一丸となってお待ちし
ております。全国の皆様、三重に
おいない。
　現在下記のホームページで大会
演題を募集しています。多数の方
の応募をお待ちしています。
大会ホームページ
http://jecs.org/byoujihoiku/
byoujihoiku18.html

伊勢神宮



全国病児保育協議会ニュース　２００８年（平成２０年）２月２５日第４７号

（２）

　当施設は、栃木市の委
託事業として、平成 13
年 5 月より保育園併設
型病後児保育室を開設
し、今年で 7 年目を迎
えました。定員は4名で、
生後 3 ヶ月から就学前
までのお子様をお預かり
し、看護師 1 名、保育
士 1 名で保育しており
ます。
　一般保育室の他に、伝
染病のお子様をお預かり
する隔離保育室も備えて
あります。お部屋では、
ブロックやパズル、絵本
の読み聞かせ、ぬり絵や
シール貼り等、病状に合
わせた遊びを行っており
ます。熱が無く、活気が
ある時は、園庭まで散歩
に出かけ、草花を眺めて

きます。
　食事の面では、症状、
年齢、アレルギーの有無
に配慮し、子ども達が食
べやすい献立を提供する
様、心掛けています。    
　今後も、働くお母様方
のサポーターとして、尚
且安心してお子様を預け
て頂ける様、スタッフ一
同頑張っていきたいと考
えております。
　看護師　　石井　幸子
所在地：328-0062

栃木市泉川町 651-1

TEL：0282-24-3900

さくら保育園　病後児保育室

　病児保育室「キッズル
ームコアラ」は、平成
１６年１０月に、福山市
の委託により開設しまし
た。橘　クリニックの医
療機関併設型施設で定員
４名、対象年齢は生後６
ヶ月〜小学３年生までの
お子さんをお預かりして
います。
　保護者から、「子ども
が自分から行きたがるん
です」とか「利用した翌
日は保育所へ行きたがら
ないのは、コアラが楽し
かったのでしょうね」等
と聞かされると、苦笑い
をしながらも嬉しい気持
ちになります。別れ際に

「またね！ ( 遊ぼうね )」
と手を振る子ども達の笑
顔に１日の疲れを忘れ、

病児保育の喜びを感じま
す。
　当施設は定員４名の少
人数なので、家庭にいる
ような暖かい雰囲気作り
を心がけ、子どもの個性
を尊重し、病状に合わせ
た保育看護ができるよ
う、スタッフ一同努めて
いきたいと考えていま
す。　
　看護師　　小泉　悦子
所在地：729-0113
広島県福山市宮前町
2-4-25
TEL：084-934-0722

橘　クリニック

病児保育室「キッズルームコアラ」

　平成 18 年 4 月より杉
村病院付属病後児保育室
キンダーハウスを開始い
たしました。「キンダー
ハウス」とは、ドイツ語
で「子どもの家」という
意味です。
　2 部屋を病後児保育室
として確保しており感染
症に対応可能で、隔離の
必要な症状の子どもさん
や同じ症状の子どもさん
など、そのときの子供の
症状により各部屋でのケ
アを行っています。
　病後児保育室の担当は
二人の専従看護師と非常
勤の保育士を配属してお
り、病院に併設している
ため、子どもさんをお預
かりしている間に病状が
急変した場合など素早く

小児科の医師に見てもら
え、適切な処置をしても
らうことが可能です。
　地域に密着した様々な
年代の子どもさんに対
し、適切な保育看護が提
供出来るように、私たち
職員も頑張っています。
　看護師　　小仲　
所在地：860-0811
熊本県熊本市本荘３丁目
7-18
TEL：096-372-3322
http://sugimurakai.jp/

医療法人杉村会

杉村病院付属キンダーハウス

　ほしのこは、2006 年
４月に開所し、2007 年
４月から北斗市から委託
を受けた病後児保育室で
す。定員は４名（隔離室
１名）、保育士２名、看
護師１名で毎日奮闘して
います。年間 190 名を
超えるご利用をいただい
ております。
　日々の保育では、体調
管理を一番に考え、病状
に合わせた保育を心掛け
ています。市販の玩具も
ありますが、手作りの玩
具や昔懐かしい遊び等工
夫を凝らし、一日楽しく
過ごせるように設定して
います。テレビがないの
で、「ここ静かだね。」と
言うお子さんも多いです
が、その分一人一人かか

わって保育しているの
で、いろいろな発見もあ
ります。　
　また、保護者の方とは、
手作りのアンパンマンキ
ャラクターノートで、一
日の内容をお知らせして
喜ばれております。利用
者が安心して通える保育
室作りを目指して、今後
も努力たいと思います。
　保育士　山口　美津子
所在地：049-0162
北海道北斗市中央２丁目
4番 10 号
TEL：0952-26-7628

病後児保育室ほしのこ

加 盟 施 設 介紹
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愛媛県支部から
第 6 回愛媛県支部総会・研修会の報告

むかいだ小児科キッズハウス　 向田　隆通

　平成 19 年 6 月 24 日に、愛媛
県四国中央市、保健センターにて、
第 6 回愛媛県支部・総会・研修
会が開催されました。　　　　　
　今回は、医師、看護師、保育士
のメンバーに加え、保健師をはじ
め、医療事務、栄養士、理学療法
士など、様々な専門分野からの参
加がありました。　　　　　　　
　午前中は、「乳児期のかかわり
かた〜運動発達を通して〜」と題
を称し、乳児の運動発達における
研修と理学療法士による実技が行

われました。実技では、乳児の人
形を用いて、首すわり〜歩行まで
の運動発達の支援の仕方を学び、
実際に私達自身も体を動かし、乳
児の動作を体験しました。実際に
動いてみると大人との動きとは違
うことや、バランスの大切さを知
ることができました。参加者から
も「乳児の支援方法を学び、よい
勉強になった」等の感想を頂きま
した。乳児の発達を知ることは、
一人、一人の発達にあったかかわ
りができ、また、その事が子ども
にとって安心感をあたえることに
つながるのだという事を感じまし
た。
　そして、午後からのグループ討
議では、「病児の過ごし方」、「地
域との連携の仕方」をテーマに上
げ、各施設での取り組みや課題等
が話し合われました。そして、「（保
育室における）病児の過ごし方」

では子ども達とどのように接して
いるか（身体面において）という
事が主に話し合われ、「地域との
連携の仕方」では、広報活動（内容）
について話し合われました。　討
議をすることによって日頃の疑問
点や問題点の解決につながり、ま
た、今の保育看護等を見直すこと
ができました。　皆さんから頂い
たご意見は今後の病児保育を行っ
ていく上で大変参考になりまし
た。
　様々な視点から病 ( 後 ) 児保育
を考え、子ども達にとって安心で
きる心地よい保育室であるよう、
そして、地域の方に親しんでもら
えるような施設を目指していきた
いという意見が寄せられ、実りの
ある会となりました。

三重県支部から
第 5 回三重県支部病児保育学習交流会報告

白子クリニック鈴鹿市病児保育室ハピールーム　大井　園子

　平成 19 年 10 月 21 日（日）に、
三重県鈴鹿市の（医）白子クリニッ
クにて第 5 回三重ブロック病児
保育学習交流会を開催しました。
　全体会では、鈴鹿市病児保育室
ハピールームの施設長であり、白
子クリニック産婦人科院長二井　
栄氏の挨拶で始まりました。
　行政からは、鈴鹿市子育て支援
課課長　服部　正氏より「鈴鹿市
の病児保育の現状と今後につい
て」お話をしていただきました。
　そして、「全国病児保育研究大
会ｉｎ三重」の今までの経緯を四
日市市病児保育室カンガルームの
山下純生氏より報告していただき
ました。嬉しいニュースとして三

重県では、松阪市の 2 施設（医
療併設型・保育所併設型）が仲間
入りしました。
　分科会では、行政の担当の方を
含む 24 名が参加し、病児保育に
携わって日の浅い方や、学習交流
会初参加の方たちと事前にとった
アンケート（保護者との付き合い
方・食事について・なんでも相談
等）集計を基に話し合い、これか
らシーズンを迎えるインフルエン
ザについても、各施設の対応につ
いて意見交換しました。
　また、「全国病児保育研究大会
ｉｎ三重」の実行委員会も同時
に開かれました。（参加者 12 名）
地方都市ならではの特色を出せる

よう、新しい試みもとり混ぜなが
らの話し合いになりました。三重
大会のホームページも立ち上がり
ましたので、一度開いてみてくだ
さい。
　 三 重 県 で の 全 国 大 会 開 催 も
10 ヶ月をきりました。ますます
慌しくなりますが、皆さんと一緒
に悩み、喜びを分かち合い、初心
忘れることなく少しでも心のより
どころになれるように努力を重ね
ていきたいと思います。そして一
緒に盛り上げていきましょう。
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北東北ブロックから
第５回北東北病児保育室交流会の報告

明星保育園病後児保育室プーさんルーム　澤口　由加里

　北東北はまさに紅葉シーズンの
平成１９年１０月２８日（日）、
八戸市総合福祉会館で第５回北東
北病児保育室交流会が開催されま
した。青森、秋田、岩手の三県の
他、宮城からの参加もあり、２８
施設、医師５名、施設長６名、看
護師１８名、保育士２８名、その
他４名、合わせて６１名の参加で
行われました。前日には、２０名
ほどでの懇親会も行いました。
　午前は、『エンゼル多摩の取り
組みと病児保育のこれからについ

て』と題して、全国病児保育協議
会副会長であり『エンゼル多摩』
施設長の池田奈緒子先生による講
演が行われました。エンゼル多摩
の取り組みについては、川崎市医
師会主導により設立した経緯、完
全隔離対応の施設の概要、長年積
み重ねた看護・保育の細かな工夫
や配慮等詳しく話して下さいまし
た。
　病児保育のこれからについて
は、病児保育に関する国の動向や
制度、各施設の型と実施内容、管
轄行政機関等についてわかりやす
く説明をして下さいました。
　保育と看護、事業への取り組み
のたゆまぬ努力と真摯な姿勢を強
く感じる講演でありました。これ
らは、行政・医療両面から整えら
れているバックアップ体制だけで
はなく、創立者の理念が、関係者・
職員にしっかりと理解され、根付

いてきた結果のたまものであると
強く感じました。　
　続いて、昨年から事業が開始さ
れた八戸市のファミリーサポート
センターの活動内容の報告があ
りました。事業の概要や実績件
数、病気時の利用状況と受け入れ
体制、実際の活動記録を基にした
事例の報告、病気時サポートの課
題等についての報告がなされまし
た。
　午後は、①リスクマネジメント
について②感染症対策と与薬㈫医
師・運営管理③年齢の異なる子ど
もの遊び方・関わり方の４つの分
科会に別れ、１時間 30 分各テー
マごとに研修や討議・情報交換を
行いました。その後全体で集まり、
分科会の報告、総会をして終了と
なりました。
　１年に１度の集まりですが、新
しいお仲間の方との顔合わせ、顔
馴染みの方々との再会、限られた
時間内での懇談ではありました
が、充実したひとときを過ごし、
又明日からの病児保育に取り組む
活力を生み出す１日となりまし
た。

大阪支部から
第１回大阪支部総会の印象記

病児保育室リトルベアー　 佐久 章

　平成 19 年 10 月 27 日に大阪
市中央区にある大阪市立中央青年
センターを会場に大阪支部総会が
行われました。平成 18 年 11 月
に全国病児保育協議会 大阪支部
が発足後、初めての大阪支部総
会となりました。当日は 29 施設
63 名の方々にご参加をいただく
ことができました。その内訳は協
議会 加盟施設が 19 施設、受託
施設が 23 施設でした。
　14:00 に総会が始まり、清水麻
利子先生 ( 病児保育室こひつじ )
が司会進行を務められ、まず初め
に開会の挨拶として浜本芳彦先生
( 浜本小児科 ) より「大阪支部の
現状と事業計画」についてお話し

いただけました。さらには木野稔
先生 ( 中野こども病院／全国病児
保育協議会会長 ) より「全国病児
保育協議会の現状と支部発足の経
緯」についてご説明いただくこと
ができました。続いて浜本芳彦先
生より「会則説明と承認の件」「顧
問の推薦と承認に関する件」につ
きまして説明がなされ、恙なく全
会一致で承認いただくことができ
ました。そして「病 ( 後 ) 児保育
制度についてのアンケート結果」
について大阪府下の全国病児保育
協議会加盟施設 (30 施設 ) を対象
として行われたアンケートの集計
結果について解説していただくこ
とができました。

　いずれも分かりやすくご説明い
ただくことができ、全国病児保育
協議会と大阪支部会の位置づけ、
今後の支部の方向性が示され、今
後の大阪支部総会の一致団結した
活動の第一歩として、参加者一同、
意気高揚を図ることができたよう
に感じられました。
　総会の最後には堀田和子先生
( 枚方病児保育室 ) より閉会のお
言葉をいただき、清水麻利子先生
によって会場の参加者の方々の自
己紹介の時間が設けられ、和やか
な暖かい雰囲気で第一回の大阪支
部総会を盛大に終えることができ
ました。
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近畿ブロックから
第１回近畿支部合同研修会の印象記

病児保育室リトルベアー　 佐久 章

　1984 年に枚方病児保育室 ( 香
里 )・寝屋川病気あけつくし保育
所 ( 現 : 病児保育室つくし ) の先
生方が中心になって近畿ブロッ
ク学習交流会が初めて行われま
した。それ以降は、2001 年の第
16 回の学習交流会を契機に、近
畿ブロック北と近畿ブロック南に
分かれ、学習交流会を行ってきま
した。
　そしてこの度の都道府県支部発
足に伴い、北と南の近畿ブロック
の活動は一旦終了し、今回の近畿
支部合同研修会へと発展解消する
こととなったのです。第一回の近
畿支部合同研修会ということで、
手探り状態とはいえ、近畿ブロッ
クからの転換という重責を感じな
がら、当日を迎えました。開催日
が 12 月ということ、また研修会
案内の発送が遅くなったこともあ
り、参加人数は伸び悩みましたが、

最終的には 34 名の方々に参加い
ただくことができました。
　午前は 10:15 〜 11:45 の日程
で茂原直子先生 ( 社団法人大阪府
作業療法士会 副会長 ) に「障が
いをもつ子ども達への理解 みん
な一緒の保育にむけて」をテーマ
に講演していただきました。非常
に分かりやすく、障がいの考え方
･障がいを取り巻く環境などにつ
いてお話しして下さり、さらには
各々の障がいに対する基礎的なこ
とについて教えていただくことが
できました。さらには子ども達へ
の支援の在り方についても学ぶこ
とができました。この講演を通じ
て、「ありのままを受け止めてい
くこと」や日常の保育を丁寧に行
い、再度見直すことが必要なので
はないかと感じさせられました。
　昼食･休憩の時間には各施設紹
介 ( 模造紙 1 枚程度で各施設の持
ち寄り ) の掲示物を熱心に見られ
る先生方、馴染みの顔と久々の再

会で話に花が咲く方々など見受け
られ、窓から注ぎ込まれるポカポ
カとした日差しも手伝い、とても
穏やかな雰囲気の漂う会場内でし
た。
　午後は 13:30 〜 15:15 の予定
で 4 グループに分かれ、交流会
を行いました。当日は午前の参加
だけで帰られる方が続出し、当初
1 グループ 7 名程度で予定してい
たものが 1 グループ 5 名となっ
てしまったものの、結果的には少
人数でより具体的により活発な話
し合いを行なうことができまし
た。その中から様々な施設の方と
話し合う事で問題の打開策が見え
てきたり、今後の方向性が見えて
きたりと大変有意義な時間を持つ
ことができました。そして明日か
らの保育看護に向かう活力を得る
ことができたように感じることが
できました。最後には自己紹介を
兼ね、参加者の方々から一言づつ
コメントをいただきましたが、そ
の表情がとても華やかに見え、笑
顔が輝いているようで、いい交流
ができたのかなと感じさせられま
した。このような会を続けていく
ことで、病児保育の質の向上と連
携の強化につながればと考えさせ
られました。

合同研修会南

　近畿ブロックの学習交流会から
近畿支部合同研修会へと移行する
中で、今回は近畿支部を「北」と

「南」にわけ研修会を持つことと
なり、平成 19 年 12 月に行われ
た「南」の近畿支部合同研修会に
続き、今回は「北」での開催とな
りました。当日は厳しい寒さで
はありましたが、約 25 施設から
60 余名の参加者が集まり、参加
者の方々の病 ( 後 ) 児保育にかけ
る意気込みが寒さを吹き飛ばし、
活気溢れる会となりました。
　当日は先に行われた「南」の講
演会と同様の内容で、「病児保育
の中で、障がいを持つ子ども達が
安全に、安心して過ごせるように」
のテーマで、作業療法士 井上美
代子先生 ( あそび場 たっち ) に講
演をしていただくことができまし

た。実際の子ども達の様子を含め、
非常にわかりやすく熱心にお話し
をして頂く事ができ、作業療法の
概念や個別の障がいについて、さ
らには個別の援助方法などまで詳
しくご講演頂けました。そして先
生の熱心はお話しに呼応するかの
ように、質疑応答の時間帯には多
くの方々から意欲的に質問がなさ
れ、1 つ 1 つの質問に丁寧にお答
え下さいました。
昼食後には、参加者が 4 グルー
プに分かれ、1 グループ 13 名程
度のメンバーで話し合いが行われ
ました。当日はテーマを定めず、
個々の施設の状況報告、抱えてい
る疑問・問題点など多岐に渡って
自由な討議が進められ、私が参加
させて頂いたグループでは、「勤
務交代に伴う子どもへの負担」に
ついて個々の施設の勤務形態から
配慮している事柄についてまで意

見交換が行われました。この他に
も様々な内容で議論がなされる中
で、自園式病児保育についての各
地域の状況報告などもあり、とて
も有意義な時間を過ごすことがで
きました。
また当日は昼食の時間を利用し、
近畿支部の支部長会議が行われま
した。参加いただいた支部は、大
阪・京都・兵庫の３府県で、これ
までの近畿ブロック学習交流会の
経緯の確認と今後の近畿支部合同
研修会の進め方を初め、今後の近
畿各支部の方針についても話し合
いが行われました。近畿支部合同
研修会については、今後は６月の
第一日曜日の定例とし、実行委員
会は近畿各支部の持ち回りとする
ことで決定し、方向性を確認しあ
うことができました。

合同研修会北
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まり、これまでの医療機関併設型、
保育園併設型、単独型、乳児院併
設型、保育園自園型等の区分けが
無くなり、「病児対応型」、「病後
児対応型」、「体調不良児対応型」
の３つに分けられます。従来の派
遣型は廃止となります。定員４名
以上の「病後児対応型」で、職員
配置は看護師１名・保育士２名
を基本とし、補助額が 679 万円、
その上に「病児対応型」では医師
との連携費等として約 170 万円
が上乗せされます。また、必要な
経費の一部は、保護者負担とする
ことができるようになります。６
名定員でもこの人数配置で展開
し、それ以上の定員施設は想定し
ないということなので、1000 人
を超える利用は見込まず 1000 人
以上の利用加算はなくなるそう
です。経過措置として 1 年間は
従前の対応をするということで
すが、これまで定員 4 名・職員 2
名配置の施設も 1 年以内に新し
い職員配置に移行する必要があり
ます。また、「病児対応型」、「病
後児対応型」では、対象を小学校
3年生まで定員は4名〜6名程度、

従来の自園型からの移行となるで
あろう「体調不良児対応型」では
保育園児のみを対象とし定員は定
めないとしています。「交付金」
から「補助金」にシステムが変わ
るので、今後報告の義務も発生し、
それとともに指導・助言の機会も
増えてくる見通しです。また、消
費税の減免については、協議会又
は各医師会から要望して欲しいと
言われました。
　母子保健課から保育課に移管す
ることで、厚生労働省のこの事業
に対する方針が「保健」から「保育」
へ変更になりました。病児・病後
児保育が、「本来ならば健康な子
どもを預かる保育の特別な場合」、
という位置づけになり、根本から
の見直しとなっています。
　研究大会での講演はご快諾を頂
きました。懇親会にもご出席をお
願いしています。
　研究大会の行政説明では、より
詳しいお話をお聞きできると思い
ますので、是非多くの会員にご参
加いただき、担当者からの直接の
話を聞き、質問をして頂きたいと
思います。

　2008 年２月７日午後、木野会
長、高崎副会長、二宮副会長とと
もに、厚生労働省を訪問しまし
た。目的として、・今年７月四日
市市で開かれる研究大会での講演
依頼、・平成 20 年度からの病児・
病後児保育再編の詳細について、・
各地方都市での格差是正のための
指導・助言のお願い、等を持って
母子保健課を訪ねました。母子保
健課を訪問しましたが、平成 20
年度からの再編にも係わることか
ら、保育課でお話をうかがうこと
になりました。
　母子保健課から去年講演をして
頂いた小林秀幸課長補佐他１名、
保育課から　本課長補佐、国松地
域保育係ら計４名が対応してくだ
さいました。
　今回の一番大きな変更は、従来
まで母子保健課と保育課に分かれ
て対応していた病児・病後児保育
の主管が、すべて保育課に移るこ
とです。二つの課に分かれ２本立
てだった病児・病後児保育事業を
１本化し、施設形態ではなく、子
どもの状態に応じた対応の可・不
可によって、類型化されます。つ

皆さんの推薦を受け、素晴らしい研究誌として作り
上げてまいります。
　「過去の大会にて発表されたものは？」などご質
問もあるかと思いますが詳細は次号等でご紹介して
まいります。
三重大会の成功とともに機関誌の創刊に向けて、会
員の皆様の熱い思いを是非ご発表に込めてていただ
けますようご協力ください。　

編集委員会一同

病児保育研究誌（仮称）
機関誌発行のお知らせ　

　各地で毎年開催されます研究大会では、会員の皆
様より多くの優秀なご発表をいただいております。
　協議会では保育看護の質の向上と更なる研鑽のた
めに是非冊子として残していくことを考えてまいり
ました。
　第 18 回三重大会において記念すべき創刊を予定
しております。研究・実践・ポスター発表等幅広く

TOPICS

「事例で学ぶ基礎研修」問題集をお届け

　今回の病児保育ニュース第４７号に同封して研修
委員会編纂の「事例で学ぶ基礎研修」の問題集を会
員施設に各３部お届けします。
　研修委員会は、この冊子の発行目的を「２００８
年、全国病児保育研究大会の『基礎研修プログラム』
を魅力あるものにするため、事前に問題を配布し、
皆さんからいただいた解答を集計し、研修大会当日

『事例で学ぶ基礎研修』の講演時に発表します。皆
さんとともに双方向性に問題を考え、研修を深めて
いきたいと考えます。多数のご参加をお待ちしてい
ます。決して正解はひとつではありません。お気軽
にご解答ください。」としています。
　会員施設にあたっては、研修委員会の取り組みに
積極的に参加していただき、来る三重大会を実りあ
るものにしていただくようお願いします。

広報委員会事務局

厚生労働省訪問報告

全国病児保育協議会　副会長　池田　奈緒子

協議会メール

ー平成２０年度からの病児・病後児保育についてー
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新年度にむけて施設紹介ポスターを活用下さい
＜申込方法＞
全国病児保育協議会のホーム
ページにアクセス、加盟施設
向けポスターの中にある申込
用紙をダウンロードして申し
込んで下さい。
手順①　申込用紙をダウン
ロードし、必要事項を全て記
入して申込先に FAX で申し
込んで下さい。
手順②　申込後５日位後に
施設名等が入った点検用ポ

スターが、FAXで送信されますので内容を点検して、
訂正が無ければ電話で、訂正があれば FAX で申込先
にご連絡下さい。
手順③　手順②が終了後１週間位後にポスターが届き
ますので、同封の振替用紙にて郵便局から送金して下
さい。
＜頒布価格＞
A４サイズ＝１枚１０５円
A３サイズ＝１枚２１０円
送料＝６５０円
１０枚以上申し込んでいただくと送料が、無料になり
ます。

平成２０年度からの病児・病後児保育再編のポイント

（ソフト交付金）

●病院・保育所等に付設された専用スペースで看護

師等が病児・病後児を預かる事業。

● 19 年度予算額　36,500,000 千円の内数

● 18 年度実施　　 682 ヵ所（交付決定ベース）

（特別会計）

●保育中に体調不良となった児童を保護者が迎えに

来るまでの間、保育所の医務室等で看護士等が預か

る事業。

● 19 年度予算額　1,041,680 千円

［現状］

・子ども・子育て支援プランに基づき、計的な事業の取組を目標とする。

・平成 19 年度より、保育所における体調不良児への対応を行う自園型を創設。

［課題］

・少子化対策の課題として、病児・病後児保育の対応が求められている。（「子どもと家族を応援する日本」

重点戦略）

・補助額が少なく、ほとんどの病児・病後児保育室で赤字経営となっている。（規制改革会議指摘内容）

＜ 19年度まで＞

・子どもの状態に応じて、

　① 病児対応型 　　　　 ＠ 848 万円（定員 4 人以上）　＠ 603 万円（定員 2 人以上）

　② 病後児対応型　　　  ＠ 679 万円（定員 4 人以上）　＠ 463 万円（定員 2 人以上）　　（予定）

　③ 体調不良児対応型　  ＠ 441 万円

　　　　　　　　　　＊事業を実施するために必要な経費の一部を保護者負担とすることができる。

　の 3 つに類型化し、役割の明確化を図る。

　　　　　　　　　　＊従前の病児・病後児保育事業の職員配置に基づき実施する事業についても、当分の

　　　　　　　　　　　間、経過措置として実施可。（施設型（Ａ・Ｂ・Ｃ）、派遣型）　

・安心かつ安全な体制により子どもを預かれるよう職員体制の充実と補助単価の見直しを行う。

・補助体系を一本化し、地域における一体的な整備、効率的な運用を促す。

・20 年度予算額（案）　　2,702 百万円

・負担割合　　　  　　　1/3（国 1/3、都道府県 1/3、市町村 1/3）

　　　　　  　　　　　　　　（国 1/3、政令市・中核市 2/3）

＜ 20年度から＞

再編・強化
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会員の皆さまからのお便り・質問等をＦＡＸやメー

ルでお送りください。直接回答させていただいたり、

ニュース等に掲載させていただきます。

送付先：FAX 06-6442-5788

E-mail fumifumi1@cronos.ocn.ne.jp広報の藤本まで。

全国病児保育協議会事務局

　　〒 535-0022　住所：大阪市旭区新森 4-13-17　　中野こども病院気付

　　　　　担当：薮田・堀込　　　電話：06-6952-4778　　ＦＡＸ：06-6954-8621

「施設紹介コーナー」「東西南北支部便り」を連載

中！加盟施設のみなさん原稿をどしどし送ってく

ださい。また、各施設で特に取り組んでいること

や楽しい出来事などがあれば、紹介させてくださ

い。原稿をお待ちしています。

＜協議会ニュース　編集事務局＞

〒 531-0076　大阪市北区大淀中３丁目１５- ５

( 株 ) 関西共同印刷所内　藤本　文孝　宛

TEL.06-6453-3675  FAX.06-6442-5788

E-mail  fumifumi1@cronos.ocn.ne.jp

「必携 新病児保育マニュアル」
　● B5版　３７８頁
　●価格　１冊　会員３０００円
　　　　　　　　（送料・税込み）
　　　　　　　非会員４０００円
　　　　　　　　（送料・税込み）
　病児保育に関する事がすべて網羅されたバイブ
ル的マニュアル本です。一人に１冊持っていただ
きたい必読書です。

「病児保育１０年のあゆみ」
　● B5版　１０４頁
　●価格は　１冊１６００円
　　　　　　（送料・税込み）
　全国病児保育協議会設立１０周
年を記念して発行され、設立当初
からの歴史を網羅しました。　
※ご購入は、全国病児保育協議会のホームページ
より申込書をダウンロードしてFAXにて全国病児
保育協議会事務局までお申し込み下さい。

好評販売中です

427 ◆おひさまキッズハウス
院　長　倉光　誠　
〒 751-0872
山口県下関市秋根南町 2-2-22
TEL：0832-56-2865  FAX：0832-56-2865

428 ◆深江保育園
園　長　三隅　龍雄　
〒 859-1503	
長崎県南島原市深江町丙 1060-3
TEL：0957-72-3323  FAX：0957-72-3871

429 ◆笠岡第一病院
      　病児保育室すこやかキッズルーム
副理事長　宮島　裕子
〒 714-0043
岡山県笠岡市横島1945
TEL：0865-67-0290  FAX：0865-67-5280

430 ◆医療法人　和心会クリニック
院　長　長島　学
〒 350-1101
埼玉県川越市的場 826-1
TEL：049-231-2005  FAX：049-231-2632

431 ◆港区病後児保育施設「まちかど保健室みなと」
代表理事　駒崎　弘樹
〒 107-0062
東京都港区南青山 1-3-15
TEL：03-3408-0466  FAX：03-3408-0466

426 ◆医療法人活人会水野クリニック
         おひさま病児保育室
理事長　水野　恭一	
〒 224-0026
神奈川県横浜市都筑区南山田町 4257-1
TEL：045-595-1233  FAX：045-595-1139

　協議会ホームページで会員専用掲示板を公開し
ています。これまでも多数の方が意見交換等で活
用して頂きました。今回さらに多くの会員の皆様
に会員専用掲示板を活用して頂くために、I D・パ
スワードをオープンパスワードとして公開しま
す。多くの会員の皆様のアクセスをお待ちしてい
ます。なお、協議会の主旨以外の利用を防ぐため
にも会員外の方に I D・パスワードを公表しない
ようにお願いします。I D・パスワードは、定期的
に変更しますのでご注意下さい。
　 I D：「b y 0 u j 1」ビーワイゼロユージェイイチ
パスワード：「b y j 6 4 2 h i k 5 3 1」

全国病児保育協議会新規加入の施設

会員専用掲示板利用について

全国病児保育協議会ニュース　２００８年（平成２０年）２月２５日

残部少数


